













とに言及されることが多い (例えば Elia & 
Spyrou, 2006)。実際、平成 20 年度全国学力・学
習状況調査数学 A 問題 12 で、y=2x－3 の式から
そのグラフの傾きを答える問いでは正答率が
54.2%、y=3x+5 の表から式を求める問いでは




































 この視点から前述した平成 20 年度全国学
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表をかくことが有効との指摘もある  (高橋 , 
2002)が、これにより場面を対象化し、それを探
究することを可能にするからだと考えられる。



































 第１節で触れた平成 20 年度全国学力・学習状































難しいことである (English & Warren, 1998; 










































































































































共変性の認識の変化を、この van Hiele の水準論
の解釈にもとづいて吟味してみることにする 2)。 
 
４．共変性と van Hiele の水準論 





























認した後、y が x の一次式 y=ax+b で表されるこ






































第三に水準の移行を目指す学習の 5 つの段階 













 布川(2008a, 2009)は y=u×r (y は比べられる量、

































































































図３ OpenOffice で作成したグラフ 
接ドラッグすることが可能であり、「共変のアイ
デアが…目と手の間の連携を通して経験され






イダーは x の係数を変えるためのもの) 






































4) y=ax+b のグラフを y=ax を y 軸方向に b だけ平
行移動したものではなく、x 軸方向に－(b/a)だけ
平行移動したものとする見方(Chiu et al., 2003)
は、こうした側面をよく示している。 
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